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574　放射性ヨード標識PNAの腫瘍集積性に関

する検討一第2報一
　　川畑鈴佳，横山邦彦，渡辺直人，秀毛範至，

　　向加津子，石田博子，油野民雄，利波紀久，

　　久田欣一（金沢大　核）

　　鷲野弘明（日本メジフイジックス　技術部）

　昨年の本学会で我々は，放射性ヨード標識PNAの

腫瘍親和性について報告したが，今回さらに，PNA

が腫瘍細胞に特異的に結合すること、及び投与するP

NAの比放射能の違いが腫瘍集積性に与える影響をin

vitro及びin　vivoで検討した。腫瘍細胞モデルとし

てEhrlich腹水腫瘍を用いた。

　エnvitroでradi。　recePtor　aθθayを行ない，さら

にガラクトース添加による腫瘍細胞への125エーPNA

の結合の阻害について検討した。また，数種の比放射
能を持つ125エーPNAを作製し，腫瘍細胞への変化を

両者で比較した。以上の検討の結果，PNAが腫瘍細
胞に特異的に結合することが確認され，125エーPNA

の腫瘍集積性と，投与量の関係については，in　vitr。

とin　vivoで異なつた結果を示した。結論として，ヨ

ー ド標識PNAは，　T抗原に対し非常に高い特異性を

持つと考えられた。

575　ポジト・ン標識化合物による∬・6癌の診断

　　藤原竹彦，松沢大樹，阿部由直，伊藤正敏，

　　畑沢順，tl」口慶一郎，拒田利1雄（東北大　抗研

　　放射線）四月朔日聖一．石渡喜一，高橋俊博，

　　井戸達雄（東北大サイクロ）

　前回・我々は・ポジトロン標識化合物である
　　　　ユ118
　FDGと　C一メチオニンを使って、肺癌の診断を
　　　　　　　　　　1B　　　　　　　　　　　　　　　　エユ行ない、組織型により　ドDGおよび　C一メチオニン

の唾瘍集積に差があることをDAR（Differentlal

Absorptlon　Ratio）という指標を使って示した。

これは、RI投与情と患者の体屯を使って漣瘍部に

設定した関心領域のカウントを補tEし腫臼へのRI
集槍を半定岐化するものであった。今回は、コン

パートメントモデルを用いて定硫的評価を試みた
ので蝦告する，18FDGないし11C一メチオニンを投

与後、ECAT－　llによる連続スキャンを行ない、得ろ

れた腫瘍内RI濃度曲線と経時的採MLからコンパー

トメント間の移行率を求めた　測定方法の』度お

よび問題点を検討し、さらに得られた結果と1）AR

との比較を行ない、肺rの性質との関連を考察す
る。

576　c－11一ピルビン酸と肺癌
　　鈴木恒雄．久保村　修，原　敏彦，飯尾正明，

　　（国療　中野病院）

　サイクロトロンよりつくられた　C－11－CO2より

クロストリジウム　ブチリクム（酪酸菌）の酵素

パイルベイトーフェレドキシンーオキシドレダクター

ゼを利用して酵素合成にてC－11一ピルビン酸を合成

した。合成に要する時間は約40分である。動物実験に

て安全性を確かめだ後，癌患者，特に肺癌患者に静注

して投与し，腫瘍組織および，心，肝，肺組織への取

り込みを経時的に調べた。0．51MeV用コリメータをガ

ンマーカメラに装着し，1フレーム1分間のスキャン

時間で30分間，データーを採取しft。静注后血液中の

C－11活性は，すみやかに低下し静注後4～5分で平

衡に達した。　腫瘍へのC－11の取り込みは静注後

3～4分であらわれft。これは腫瘍の乳酸産生による

ものと思われ，腫瘍と肝への取り込みの比は経時的に

増加した。C－11の集積は，肝，心，腫瘍に認められ

，時間と共に腎臓，膀胱への集積を認め，腎からの排

泄を示唆させだ。また肺癌の転移しkリンパ節にも取

り込みを認めた。心陰影と接したり、肝臓と接しだ肺

癌もTC－99M一フチン酸による早期画像をC－11一

ピルビン酸画像から引くことにより，C－11の腫瘍へ

の取り込みを視覚化することができた。

577　18F一フルオ・デオキシウリジンによる

ポジトロン癌診断法の開発
　阿部由直，藤原竹彦，伊藤IE敏，山口慶一一．一郎，

　畑沢順，松沢大樹，福田寛，窪田和雄（東北大

　抗研放）四月朔日聖一，石渡喜一，井パ達雄

　　（東北大サイクロ）

　18F一フルオロデオキシウリジン（18FdUR）は、

核酸代謝にとりこまれるポジトロン核種化合物で

ある。癌集積性に関する基礎的検討の結果、肺癌

と脳腫瘍などの検出に優れていることがわかった
今回は、18FdURの臨床例について報告する．
　使用機種はECAT皿である。ユ8FdUR投与直後より

5分間の連続エミッションスキヤンを10回行ない

撮像した。また必要に応じてレクチリニアースキ

ヤンを行なった。

　対象は正常者、肺癌、悪性腫瘍脳転移などの症
　　　　　　　　　　　　　　エ8例である。正常者において、　FdURは、肝と腎に

集積し、尿に排泄されたf，また癌の症例では、良

好なイメージを得ることができた。しかし、癌に
よって18FdURのとりこみの程度が異なることがわ

かった。

　leFdURは核酸代謝を指標とした新しい癌診断薬

として有用である、、
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